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令和8年度　株式会社SOU　トモデココ・トモデココフレール・トモデココアトリエ・トモデココリアン
事業所安全計画

◎安全点検

（１）施設・設備・事業所周辺環境（散歩コースや緊急避難先等）の安全点検

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

重
要
点
検
箇
所

・避難経路の確認
・緊急連絡票の確認
・車両点検
・建物の危険箇所（ひび割れ等）

・車両点検
・建物の危険箇所（ひび割れ等）
・家具の転倒防止確認

・エアコン点検
・車両点検
・水遊び道具の破損等　
・建物の危険箇所（ひび割れ等）

・台風対策（備蓄の確認等）
・車両点検
・建物の危険箇所（ひび割れ等）

・消防設備の点検
・車両点検
・建物の危険箇所（ひび割れ等）

・車両点検
・建物の危険箇所（ひび割れ等）
・運動活動の器具（鉄棒・マッ
ト・跳び箱等）点検

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重
要
点
検
箇
所

・エアコン点検
・車両点検
・建物の危険箇所（ひび割れ等）

・車両点検
・建物の危険箇所（ひび割れ等）

・車両点検
・建物の危険箇所（ひび割れ等）

・車両点検
・建物の危険箇所（ひび割れ等）

・消防設備の点検
・車両点検
・建物の危険箇所（ひび割れ等）

・車両点検
・建物の危険箇所（ひび割れ等）

（２）マニュアルの策定・共有

分野 策定時期 見直し（再点検）予定時期 掲示・管理場所

重大事故防止マニュアル

▢ プール・水遊び R8年 4月1日（火） R8年 8月末～9月15日まで 事業所内

▢ 事業所外活動 R8年 4月1日（火） R9年 2月～3月20日まで 事業所内

▢ 送迎 R8年 4月1日（火） R9年 2月～3月20日まで 事業所内、送迎車内

災害時マニュアル R8年 4月1日（火） R9年 2月～3月20日まで 事業所内

救急対応時マニュアル R8年 4月1日（火） R9年 2月～3月20日まで 事業所内

不審者対応時マニュアル R8年 4月1日（火） R9年 2月～3月20日まで 事業所内

◎児童・保護者に対する安全指導等

（１）児童への安全指導（事業所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等）

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

児
発
未
就
学

・駐車場での注意点（飛び出さない・走らない）
・送迎車利用時のルール確認(自分でシートベルトを外
さない・ドアを開けない等)

・避難訓練(地震・津波)
・熱中症対策

・避難訓練(火災)
・感染症対策（手洗い・うがい）
・温度変化に対する、季節に応じた適切な服装の
　指導

・交通ルール再確認

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

放
デ
イ

就
学

・交通安全指導
・送迎車利用時の乗り降り指導
（ドアの開閉と安全確認等）
・自転車通学時のヘルメット着用

・避難訓練(地震・津波)
・熱中症対策
・傘の正しい使い方、傘を差したときの歩き方

・避難訓練(火災)
・感染症対策(手洗い・うがい)
・温度変化に対する、季節に応じた適切な服装の
　指導

・交通ルール再確認
・マフラー、ネックウォーマーを使用時の注意
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（２）保護者への安全指導（事業所の生活における安全、災害や事故発生時の対応、交通安全等）

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

・災害時の避難経路、避難場所、引き渡しについての
　周知
・安全計画策定の周知
・交通安全マナーについての指導

・熱中症や食中毒の症状や対処法・予防法に
　ついての指導
・夏休みの生活リズムの乱れへの注意喚起
・水難事故防止に関する指導

・感染児童、感染職員が出た場合の対応方法
・お子様の発熱時の利用対応
・季節の変わり目による体調不良や感染症流行に
　ついての情報発信・予防対策

・手洗い、人込みでのマスク着用等感染症予防対
策
・温度変化に対する、季節に応じた適切な服装の
　指導

◎訓練・研修

（１）訓練のテーマ・取組

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

避
難
訓
練
等

・避難訓練経路再確認
公園・散歩コースの確認交差点に
おいては一時停止の再確認

・避難訓練（地震・津波）
火災時を想定し、1次避難・2次
避難を行う。

・安全計画の周知・理解研修
・置き去り防止装置の
　取り扱い研修

・虐待防止研修 ・身体拘束研修 ・防災バック中身点検

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

避
難
訓
練
等

・不審者対応訓練
・避難訓練（火災・消防立会い）
地震で2次災害を想定

・感染症対策研修 ・BCP研修（感染） ・消防の方より指摘を
　受けた箇所の点検

・BCP研修（自然災害）

※感染症対策とリンクさせ、働く人を守る、事業所運営継続に関する内容を含む

（２）訓練の参加予定者

訓練内容 参加予定者

交通事故防止 当日出勤職員全員

防災（避難訓練） 当日出勤職員全員・当日利用児童

不審者対応 当日出勤職員全員

（３）職員への研修・講習（事業所内実施・外部実施を明記）

4～6月 7～9月 10月～12月 1～3月
4月　置き去り防止装置の使い方
　　　安全計画の周知・理解研修　
5月　虐待
6月　感染症①

7月　ヒヤリハット研修
9月　防災研修

11月　感染症②
11月　BCP①

2月　BCP②

実施できなかった項目、研修記録がないものについては、年度末に事由を明記し綴じておくこと

そ
の
他

そ
の
他

・ヒヤリハット研修



3

令和8年度　株式会社SOU　トモデココ・トモデココフレール・トモデココアトリエ・トモデココリアン
事業所安全計画

（４）行政等が実施する訓練・講習スケジュール

避難訓練
AED取り扱い訓練と心肺蘇生法の講習を受講予定

◎再発防止策の徹底（ヒヤリ・ハット事例の収集・分析及び対策とその共有の方法等）

ヒヤリハット・事故報告について防災対策委員会が中心となり、事例の考察・今後の対応策を行う。
４月（全社MTG後）ヒヤリハット・事故防止について職員周知をする。
６月各事業所の運営委員会からヒヤリハットと事故報告の事例を提出してもらう。
　　統計を作成し、対策委員会として考察と対策を作成する
７月ヒヤリハットフィードバック研修「統計を公開・考察と対策を報告」
３月「ヒヤリハットと事故防止」についてまとめる
※緊急を要する場合は、その都度委員会を開催し分析し対策を考える。

◎その他の安全確保に向けた取り組み（地域住民や地域の関係者と連携した取り組み、登降園管理システムを活用した安全管理等）

安全装置の設置及び、置き去り防止のために車内の確認を徹底。
企業内の事業所すべてで共有できるICTシステムの構築（全事業所で随時近隣危険情報などを共有する）。
事業所の近隣住民とコミュニケーションをとることで、防犯対策につなげる。
送迎時、保護者の車両の出入りが安全に行えるよう誘導や声掛けなど、安全配慮に努める。（見通しが悪いためフレールのみ）


